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分野 環境先進都市[Ⅳ]

政策 良好で快適な生活環境の形成[08]

22年度
指標に関する説明

　　緑あふれ、潤いと安らぎの場を区民に提供し、誰もが快適と感じる生活環境をつくる。
　　また、緑のあるオープンスペース確保により、街の防災性を向上させ、区民の生命財産を
　守る。
　　これにより、区民がいつまでも住み続けたいと思う街を創出する。

都電沿線バラの株数（株）

施策の成果とする指標名

関連部課名 環境清掃部環境課、防災都市づくり部施設管理課

42.2 42.3

一人当たり公園･児童遊園
面積(㎡)

23年度 24年度 25年度
(見込み)

42.7

行政評価
事業体系

防災都市づくり部道路公園課

川原 2730
施策名

部課名
課長名

施策No緑とうるおい豊かな生活環境づくり 08-01
内線

指標の推移

目標値
(28年度)

重点的に推進 重点的に推進

指
　
　
　
　
標

公園・児童遊園面積(ha)

2.60

120

15,000

51

2.34 2.34

区民主体の街なか花壇（数） 61 74 81

　　花と緑があふれる、快適な、かつ愛着のわくまちを創出して
　いく必要がある。
　　また、街の防災性向上のためにも、目標とする公園等の面積
　確保に向けて、積極的に取組む必要がある。

平成40年度の目標値（55.2ha）と
平成20年度実績値（41.8ha）を参
考に算出
※「花と緑の基本計画」を参考

人口は平成20年度住記台帳人口
（182,800人）により算出
※「花と緑の基本計画」を参考

42.7 47.5

植栽株数（約）13,250 13,360 13,360 13,410

2.31

●公園等の面積は４２．７ｈａであり、平成４０年度の目標である５５．２ｈａを目指し、
　さらに用地確保に努める必要がある。また、用地取得にあたっては、防災や防犯の、
　観点を持つとともに地域バランスについても考慮する必要がある。
●公園等の整備に際しては、周辺住民と協働して整備内容を検討している。これにより、
　完成後の維持管理においても協力関係を築いている例が出てきている。
●都電沿線のバラや街なか花壇を手入れする区民ボランティアが着実に増加しており、
　これは、「緑・花大賞」や「園芸名人」の制度導入の効果と考えられる。
●施設の維持管理についても、区民との協働をより進められる体制整備が必要である。

2.31

全町会への設置

分類についての説明・意見等

今
後
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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

●平成21年3月、都市緑地法に基づく「花と緑の基本計画」を策定した。引き続き、同計画に
　おける各事業を着実に実施することにより「花と緑を通して幸せを実感できるまち」を
　目指していく。
●防災に資する都市計画公園の整備については、用地取得に多額の費用が必要なことから、
　補助金等の財源確保に努めるとともに、年次計画を定めて整備を進める。
●花や緑の手入れ等の区民との協働を更に進め、住民主体のまちづくりにつなげていく。

25年度 26年度

施策の分類
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児童遊園の安全性や快適性等の向上を
図る上で必要な事業である。

改修にあたって地域住民の意見を取り
入れることでより地域に根ざした魅力
ある公園づくりを行える。

グリーンスポットは公園や児童遊園を
補完するとともに、街の防災性向上に
も効果がある。

502,782

－

8,568

継続

推進

継続

630,305

継続

推進

継続

16,767 13,037

地域に根ざした公園づく
り事業

09-05-40

グリーンスポット整備事
業

09-05-41

11,284

115,221

公園の安全性や快適性等の向上を図る
上で必要な事業である。

快適に利用できるよう適正に施設を維
持管理する必要がある。

緑の拠点となる公園の整備は、緑の量
的な拡充に直接結びつくものである。

継続

区民と協働して花と緑のまちづくりを
進めるための重要な事業である。

花と緑のまちづくりのモデルとして、
今後も継続する必要がある。

改善・
見直し

09-05-35 54,796

09-05-36

快適に利用できるよう適正に施設を維
持管理する必要がある。

児童遊園の整備は、子育て支援策とし
ても効果的な事業である。

推進

推進

推進

重点的
に推進

09-05-37

推進

環境区民を醸成するため、環境活動に
多大な貢献をしている方を顕彰する取
り組みは継続して行う。事業運用の方
法については、毎年の実施状況を見な
がら改善を行っていく。

区のイメージアップのためにも、トイ
レ利用者が快適に利用できるよう管理
する必要がある。

公衆トイレを清潔で快適なトイレに整
備・改善することは必要な事業であ
る。

継続

重点的
に推進

緑化のＰＲ効果の高さに加え、観光や
商店の活性化の視点からも重要な事業
である。

既存の緑の保護や緑化の啓発など、区
の緑化推進に貢献する事業である。

区民の満足度も高く、観光の視点から
も重要な事業である。

09-05-29

推進

屋外広告物を規制することは、良好な
景観の形成等に貢献する。

23年度

児童遊園管理事業

児童遊園新設拡充事業

公園改良事業

施策を構成する事務事業の分類

環境区民大賞運営事業
（再掲）

まちの環境美化推進事業
（再掲）

－

56,922 推進

05-01-04

公衆トイレ管理事業

事務事業名
決算額（千円）

09-05-34 200,346 207,993公園管理事業

区民主体の街なか花壇づ
くり事業

花の公園整備事業 09-05-33 8,385 6,621

みどりの条例関係事業

あらかわバラの市

都電沿線バラ植栽事業 09-05-28 9,055 11,146

公衆トイレ新設改良事業

09-05-27

(259)

継続継続137 101屋外広告物事務費

(8,926) (8,168) 推進

(279) 推進05-01-05

24年度
分類についての説明・意見等

区、区民、事業者及び団体が相互に協
力し合い、清潔で美しい荒川区をつく
る取組は重要である。

事務事業
No

施策推進のた
めの分類

25年度 26年度

6,339 5,621
重点的
に推進

09-04-02

継続

6,887 5,372
重点的
に推進

重点的
に推進

12,929 推進

推進

重点的
に推進

09-05-30 26,102 25,155 推進

推進

推進

推進 推進

－ 推進

09-05-31 9,119 327 継続

09-05-32 11,655

49,000
重点的
に推進

合　計

公園新設拡充事業

09-05-38 －

児童遊園改良事業 09-05-39

154,212 99,990


